












 　My house is up this street.
 　（私の家はこの道を行った所にあります）
 ｂ. ＜家族＞：



















































































































































































































































































（13） ａ. My house is made of bricks.
 　（私の家はレンガ造りです）




（14） ａ. The whole house was snoring in their sleep.
 　（そのうち全員が眠って鼾をかいていた）
 ｂ. In my house Mother holds the power. Poor Father has a fat lot of say.
 　（ぼくの家では母が権力を持っています。哀れな父は発言力がほとんどないのです）
③転義＜名家＞：｛代々続いてきた，長い伝統のある，社会的地位（身分や家柄）の高い家族｝
（15） ａ. The House of Habsburg was one of the most important royal houses of Europe.
 　（ハプスブルク家は，ヨーロッパの重要な貴族の家系の中の一つでした）
 ｂ. Many people still consider Edward VIII, the only English king to ever abdicate 





（16） ａ. court house
 　（法廷のある建物；裁判所）
 ｂ. hen house
 　（鶏小屋）





（17） ａ. He was a prefect and house captain.
 　（彼はハウスの監督生で生徒会長でした）
 ｂ. Which house are you in? I’m in Livingstone House.
 　（君はどこのハウスですか？リビングストン・ハウスです）
⑥転義＜議院＞：｛その中で，政治的な協議，国勢の審議，または，立法などが行われる建物｝
（18） ａ. The Japanese Diet is divided into the House of Representatives and the House of 
Councilors.
 　（日本の国会は衆議院と参議院に分かれている）
 ｂ. After ten years of struggling I had finally realized my dream of becoming a member of 













（20） ａ. The Sydney Opera House is one of the most beautiful structures in the world.
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 　（シドニーのオペラハウスは世界で最も美しい建造物の一つです）




（21） ａ. A hundred musicians performed in front of a full house.
 　（百人の音楽家が満場の観客の前で演奏しました）



























































 ｄ. “house” の転義の特徴としては，居住以外に人間がさまざまな目的で使用する建築物と
いう，カテゴリー拡張的な＜会社＞＜議院＞＜劇場＞＜ハウス＞のような，「イエ」には
ないものが見られる。





























8）“house” の基本義の仮定に際しては，籾山（ibid. 107），籾山・深田（ibid. 142），瀬戸（ibid. 4）の基準以外
に，Oxford Dictionary of English における “house” の見出しの第一番目に挙げてある “a building for human 
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